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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、NeuroDファミリーに属する塩基性ヘリックス・ループ・ヘリックス（bHLH）転写因子をコードしています。このタンパク質は他のbHLHタンパク質とヘテロ二量体を形成し、Eボックスと呼ばれる特定のDNA配列を含む遺伝子の転写を活性化します。インスリン遺伝子の発現を調節し、この遺伝子の変異は2型糖尿病を引き起こします。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：NEUROD1の欠陥は、若年発症型6型糖尿病（MODY6）[MIM:606394]の原因です。MODY [MIM:606391]は、常染色体優性遺伝、若年成人期発症、およびインスリン分泌の一次性欠陥を特徴とします。,機能：小脳皮質における樹状突起の形態形成と維持に必要な分化因子。転写活性化因子。インスリン遺伝子Eボックスに結合する。,PTM：リン酸化。膵島細胞では、グルコース刺激によりSer-274がリン酸化され、核局在に必要となる可能性がある。活性化ニューロンではSer-335がリン酸化され、樹状突起の成長を促進する。,類似性：1つの塩基性ヘリックス・ループ・ヘリックス（bHLH）ドメインを含む。,サブユニット：効率的なDNA結合には、別のbHLHタンパク質との二量体形成が必要である。TCF3/E47とヘテロ二量体を形成する。RREB1と相互作用する。,
	研究分野
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	UV 15‘処理したHeLa細胞ライセートのNeuro D（リン酸化Ser274）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

